
がUFOらしき物体に遭遇したのは、小学校３
年生の冬だった。木枯らし吹く夕暮れ、塾を終

えた私は車も通らず歩行者もいない道を一人家へと
急いでいた。帰り道には大きなお寺があり、鬱蒼と生
い茂った木々は巨大な暗闇をつくり、ゆさゆさ風に揺
れていた。カラスの不気味な鳴き声が響き、コウモリ
も飛ぶと噂のあるお寺は、本当に怖かった。
　「早く帰ろう」とコートの襟を立てたとき、真っ暗な
空にオレンジ色の光が見えた。目を凝らしてみると、
小さな物体を包むようにオレンジ色の光が光ってい
た。不思議なことに、急に前進したかと思うと、すっ
と消え、また姿を現したり……、不思議な動きをして
いる。形は葉巻型、UFOだ！　UFOに連れ去られた
人をテレビで見たことがあった私は、逃げるように走
り出した。しかし、行けども行けどもはるか前方に追
い越されたり、今度は後ろに回ったり。無我夢中で
走った。
　両親に報告したが、信じてもらえなかった。しかし、
翌日の神奈川新聞にUFOの目撃者多数の記事が掲
載され、ようやく信じてもらえた経験がある。
　そして、もう一つ。母が亡くなった翌日、何やら部
屋の隅で黒い物体がうごめ
いた。それは、アニメ映画
『となりのトトロ』に登場し
た＂まっくろくろすけ＂のよ
うだった。隣の部屋にいっ
てみると、そこにも 蠢

うごめく
く

黒い物体が。怖くはなかっ
たが、不思議な感覚に包
まれた。福岡に住む娘は、
まさに母が息を引き取った
時間に、玄関のドアをたた
く音がしたが、出てみても
誰もいなかったという。
　霊感が強くお墓で火の玉
を見たり、亡くなった人の
中に生きている人が出てく
る夢を見ると、その人が亡

くなるという経験をしてきた母だけに、私たちにお別
れに来てくれたのではないかと思う。
　そんな母から聞いた話で、今でも忘れられないの
は、夕方、犬の散歩に行ったときのこと。高速道路下
の小さな公園の出入り口は一ヶ所。いつもは子ども
たちが遊んでいたが、その日は誰もいなかった。す
ると、一人の髪の毛の長い若い女性が近づいて来た。
この公園に何しに来たのだろうと思い、振り返ると女
性の姿は見当たらない。出口までは50メートルほど
の距離があり、一瞬で出ていくことはできないはずな
のに、姿は見えない。母は、また霊に出会ってしまっ
たと言う。我が家の犬は人に会うとよく吠える犬だっ
たが、ワンとも泣かず、犬には霊がみえないらしい。
　未知との遭遇は怖さもあるが、この世界には科学
で証明できないものがあることを教えてくれる。自分
自身の体験は、まぎれもない真実。そんなことはあ
るはずがないと否定するのではなく、そんなこともあ
るのかと認めたいものである。
　さて、天国の母の夢に私が登場するのはいつのこ
とか。今を大切に、そして楽しく生きていきたいと思
うこの頃である。

は え ぬ きは え ぬ き ど 真 ん 中ど 真 ん 中

未 知 と の 遭 遇

私

イラスト：安彦麻理絵［あびこまりえ］文：山橋由貴子［やまはしゆきこ］（公社）「小さな親切」運動本部専務理事兼事務局長
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本
誌
の
編
集
を
任
さ
れ
て
早
や
数
年
。

取
材
で
は
、
自
分
で
撮
影
を
す
る
こ
と
も

多
い
の
で
す
が
、「
も
っ
と
す
て
き
な
写

真
が
撮
り
た
い
」と
、カ
メ
ラ
教
室
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。
講
師
は
、
東
京
・
多
摩
で

カ
メ
ラ
や
ス
マ
ホ
撮
影
の
個
人
教
室
を
主

宰
す
る
佐
々
木
綾
子
さ
ん
。
ち
ょ
う
ど
桜

が
満
開
の
時
期
だ
っ
た
た
め
、
桜
を
モ
デ

ル
に
ス
マ
ホ（iPhone

）撮
影
の
コ
ツ
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
桜
の
淡
い
色
を
き

れ
い
に
撮
影
す
る
た
め
、
画

面
を
タ
ッ
プ
し
て
ピ
ン
ト
を

合
わ
せ
た
ら
、カ
メ
ラ
の「
±
」

マ
ー
ク（
露
出
メ
ー
タ
ー
）で
、

光
を
取
り
込
む
量（
露
出
）を

上
げ
、
明
る
く
写
る
よ
う
調

整
。
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
通
り
、
超
広
角

レ
ン
ズ
に
し
て
青
空
と
桜
の
木
を
数
本
撮

影
し
て
み
る
と
、
木
が
カ
ー
ブ
し
た
印
象

的
な
写
真
に
な
り
ま
し
た（
写
真
①
）。
私

のiPhone

の
機
種
は
、
広
角
レ
ン
ズ
と

超
広
角
レ
ン
ズ
の
２
種
類
の
レ
ン
ズ
が
付

い
て
い
る
の
で
、
自
分
が
実
際
に
見
て
い

る
風
景
よ
り
広
く
写
る
の
で
す
が
、
こ
れ

を
活
か
し
た
構
図
に
す
る
と
す
て
き
な
写

真
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
次
は
桜
の
花
に
接
近
し
て
撮
影
。
木
の

幹
の
色
が
暗
い
の
で
、
花
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
出
す
た
め
、
今
度
は
露
出
を
少
し

下
げ
ま
す
。
背
景
は
カ
メ
ラ
が
自
動
で
ぼ

か
し
て
く
れ
て
、
ま
る
で
一
眼
カ
メ
ラ
で

撮
っ
た
よ
う
な
仕
上
が
り
に（
写
真
②
）。

め
し
べ
や
お
し
べ
ま
で
は
っ
き
り
写
っ
て

い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
屋
外
で
花
や
植
物
を
接
写

す
る
と
き
は
、
太
陽
光
に
左
右
さ
れ
な
い

曇
り
の
日
が
お
す
す
め
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ス
マ
ホ
を
逆
さ
ま
に
し

て
木
の
幹
を
見
上
げ
る
よ
う
に
撮
っ
た

り
、
花
び
ら
を
真
上
か
ら
俯
瞰
で
写
し
た

り
す
る
な
ど
、
様
々
な
撮
影
方
法
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
は
、「
枝
は

対
角
線
上
に
配
置
」、「
メ
イ
ン
で
写
し
た

い
も
の
は
画
面
の
三
分
の
２
程
度
に
収
め

る
」な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
垂
れ

下
が
っ
た
桜
と
丘
の
下
の
住
宅
街
を
撮
影

（
写
真
③
）。
我
な
が
ら
上
出
来
で
す
！

　
「
写
真
は
セ
ン
ス
」と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
が
、
講
師
の
佐
々
木
さ
ん
曰
く「
セ
ン

ス
よ
り
も
技
術
を
知
り
、
コ
ツ
を
掴
め
ば

誰
で
も
す
て
き
な
写
真
が
撮
れ
ま
す
よ
」

と
の
こ
と
。
確
か
に
、
今
回
い
く
つ
か
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
だ
け

で
、
見
違
え
る
よ
う
な
写
真
に
な
り
ま
し

た
。
あ
と
は
練
習
あ
る
の
み
！

　
皆
さ
ん
も
ス
マ
ホ
を
片
手
に
、
お
出
か

け
と
撮
影
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

▪個人指導パソコンとカメラの教室コンプルサポート
　東京都多摩市関戸4-23-1 関戸ビル5F
　レッスンは専用フォームよりメールにて（女性限定・完全予約制）。詳細はHP（https://com-p.com/）をご覧ください。

プロに学ぶ
スマホ撮影の極意

写真①

露出補正無しの写真は
空が青すぎる印象

写真②

写真③


